       社会科単元指導案                          指導者  川瀬健一・片山 真

１．分野・単元     歴史的分野　「海を渡ってきた大仏」

２．単元目標       (1)古代の日本文化がシルクロードを通じた国際交流の結果成立していることがわかる。
(2)律令国家成立の国際的な背景に気付く

　　（隋唐帝国の成立・白村江の敗戦・新羅の統一）

(3)律令国家の下での「負担に苦しむ農民」像は実際の国家と庶民との関係とは大きな隔たりがある可能性があることに気付く

３．単元の指導観  

４．指導計画

時
課題
生徒の活動

１
シルクロードの存在と意味を考える
1奈良時代には様々な国や地域の文物が渡ってきていることに気付く

2その背景を考えること通じてシルクロードの存在と役割を知る

3シルクロードの利権をめぐり多くの多くの国家の興亡が

○シルクロードを通じた文化の伝播はどのようにして行われたのか？

１ 交易 ２戦争



２
シルクロードと仏教の伝播

「シャカの出身身分はどこでしょう」
１仏像や大仏を作る思想がシルクロードを通じて広がっていることを知る。

２シャカの思想の原像を知る。

３シャカの出身身分を考え、仏教成立の背景を考える」

３
隋･唐文明の移入とその背景
１既得の知識から遣隋・唐使を盛んにおくり中国の文化を取り入れていることを確認する。

２なぜ危険をおかしてまで国家プロジェクトとして遣隋・唐使を送ったのかを班で討論する。

３７世紀の中国・朝鮮の統一の動きと白村江の戦いにおける百済・倭軍の敗北の衝撃を知り、遣隋唐使・日本の国家的統一の背景に気付く

４
律令の軍制と全国統治機構

「緊急国家安全保障会議を開こう」
１当時の日本は豪族連合体であり、新羅・唐の来襲の危険があったことを知る。

２この危機をどのように打開するかを班で話し合い、その結果を全体で具体化する。

３律令国家の行政・軍事制度・駅制・道路などがつくられたことを知る

５
律令の税制

（物・金をどのように集めたか）
１律令成立以前の税制について知り、物・金が集中しない仕組みであったことに気付く

２どのようにして物・金を集中すればよいかを班で話し合う。

３律令制下の税制を知る

６
大仏や都は誰がどのようにして作ったのか


７



８



９
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５．評価規準

関心・意欲・態度
社会的な思考・判断
資料活用の技能・表現
知識・理解






　　海を渡ってきた大仏①
１．本時の目標     (1)奈良時代の人々の暮らしにシルクロードの影響が深く関わっていることを知る。                  (2)シルクロードを通じた文化の伝播は、交易や国家間の戦争によるものなど多様な形があることを知る。

   社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一・片山 真

２．本時の指導観　

３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援


奈良時代の人々の暮らしとシルクロードの関わり

日本に入ってきている食品の原産地

シルクロードの存在と役割

戦争による文化の伝播
写真から奈良時代の貴族の食生活について知る

奈良時代の人の食品に多くの外国産品が含まれていたことを知る。

挙手して自分の意見を発表する

中継都市を知る

戦争を通じで文化が伝播することを確認する。
奈良貴族の食事の復元写真を見せ、一つ一つの食品に注目させる。

蘇（チーズ）もあったことに注目させる。

奈良時代に海を渡ってきた食べ物を提示し、その原産地を地図上に示す

教科書p34の地図とホワイトボードでシルクロードを示す。

中継都市に注目させる

「ヨーロッパ産のえんどう豆はどのようにして日本に渡ってきたのだろうか？」

ところでシルクロードを通じて中国から世界に広がったもので現代の私たちの生活になくてはならないものは何か？」

４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


　社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一・片山 真
海を渡ってきた大仏②

１．本時の目標    (1)シルクロードを通じた文化の伝播には仏教文化もあることを知る。

　                (2)仏教の教えを知り、それが社会の差別や貧富の差などの問題に深くかかわり、そ　

　　　　　　　　　　の背景には、商工業の発展があることを知る。

２．本時の指導観　

３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

仏教の広がり

仏教のはじまり

仏教を広めた人々

仏教の教え

仏教の果たす役割を知る


写真を見て、仏教の広がりが、シルクロードに対応していることを知る。

釈迦の生誕地と仏教の誕生の地を知る

既得の知識から、仏教を広めるため命を危険にさらした人々がいたことを確認する。

挙手して自分の意見を発表する。

発表された意見をノートに書く。

班で討論しノートに自分の意見を書く

発表する


各地の大仏の写真を提示する

地図で釈迦の生誕地を確認する

鑑真と玄奘三蔵に注目させる

（教科書・資料集の資料に注目させる）

仏教の教えに注目させる

（資料を配布）

インドの身分制度と当時の社会問題を説明する。

当時のインドの身分制度や社会問題を批判する視点があることに注目させる

釈迦、そしてその像である仏像が人々にどのような思い出見られていたかに注目させる。



４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


　社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一・片山 真
海を渡ってきた大仏③

１．本時の目標     (1)奈良時代の日本の貴族の生活や政治制度は中国化していたことを知る。

                   (2)白村江の敗戦と唐・新羅による日本侵攻の危機が律令国家による国内統一（日本の中国化）を進めたことを知る。

２．本時の指導観

３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

平城京と長安城

中国化した日本

遣唐使の派遣

白村江の敗戦と国難


奈良の平城京と長安城を比較し、貴族の生活文化や都まで中国化していたことを知る。

「どうやって学んだか？」を発言する。

「なぜ日本はここまで中国化してしまったのだろうか？」を考え、ノートに書き発表する。

「資料・白村江の戦い」を読む

・白村江の敗戦の様を知る

・筑紫君薩野馬の帰国と証言

班で日本のとるべき対策を話し合い、発表する
資料集ｐ21、28

中国化した日本の資料



４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


　社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一・片山 真
海を渡ってきた大仏④

１．本時の目標     (1)倭国の氏姓制度の軍制面での弱点をしる。（白村江の敗戦の原因との関係で）

                   (2)白村江の敗戦と唐・新羅による日本侵攻の危機が律令国家による国内統一（日本の中国化）を進めたことを知る。

２．本時の指導観　　律令国家による日本統一の背景は，日本一国規模では理解しにくい。生徒は，遣

　　　　　　　　　　唐使などで、唐の政治制度が学ばれたことは知ってはいるが、その背景との関係

　　　　　　　　　　では知らない。国家的危機があったことを知り、律令制国家の国制や軍制のいみ

　　　　　　　　　　をより深くつかませたい。

３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

白村江の戦いをふりかえる

大和国家の仕組みを知る


白村江の戦いはどことどこが何をめぐっての戦いであったか復習する。

救援要請から救援軍の出発まで約１年の空白があることに気づく

班で討論し自分の考えをノートにまとめる。

発表する

自分の考えをノートにまとめる。

発表する


唐は巨大な国であり、新羅との連合が成立すると，日本にとって脅威であることを確認する。

（年表を提示し、倭の対応に遅れがあることに注目させる）

大和国家の制度の図を提示し，大王が直接人民を支配・動員できるものではないことに注目させる

豪族の存在が鍵であることを確認する



４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


　社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一・片山 真
海を渡ってきた大仏⑤

１．本時の目標     (1)倭国の氏姓制度の税制面・軍制面の弱点を知り，どのように日本を変えたらよ

　　　　　　　　　　　いか考える。

                   (2)統一国家の軍制や国制を維持するために律令制の税制ができたことを知り、その特徴を知る。

２．本時の指導観　　律令国家による日本統一の背景は，日本一国規模では理解しにくい。生徒は，遣

　　　　　　　　　　唐使などで、唐の政治制度が学ばれたことは知ってはいるが、その背景との関係

　　　　　　　　　　では知らない。国家的危機があったことを知り、律令制国家の国制・軍制・税制

　　　　　　　　　　のいみをより深くつかませたい。

３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

大和王権のしくみの問題点を確認する。

律令制の特徴を知る

律令国家への改革の歩みを知る

律令制成立の背景を知る
大王が直接人民を支配･動員できないことに問題があることを確認する。

班にして討論し，自分の意見をノートにまとめる

発表する

日本が唐の制度に学び日本を統一した背景についてわかったことをノートにまとめる
（大和王権のしくみの図を提示し問題点を板書する）

（律令制の国制・軍制･税制の図を提示し、資料集も見せながら、律令制の改革を説明する））

資料集ｐ２２の年表を提示し改革への歩みを説明する



４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


　社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一・片山 真
海を渡ってきた大仏⑥

１．本時の目標     (1)既得の知識を使い，平城京や大仏などの巨大建造物は誰が作ったのかを考え、

　　　　　　　　　　　そのことで、動員された庶民の暮らしはどうなったかを考える。

                   (2)大仏は奈良時代以後の人々にどのように見られていたかを知り、このことを基礎に，奈良時代の庶民の暮らしが本当に苦しかったのかを考える。

２．本時の指導観　　律令制下の庶民の暮らしはとても厳しいものであったといわれている。しかしそ

　　　　　　　　　　の証拠はほとんどなく、民衆＝虐げられた人々というステレオタイプの歴史観の

　　　　　　　　　　なせる技と考えられる。本時は、大仏を焼いた者たちが、当時の人々からどう見

　　　　　　　　　　られたかを手がかりに、この歴史観を覆すきっかけとしたい。

３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

奈良の大仏について考える

動員された「人夫」について考える

奈良時代の大土木工事は大仏だけか

大仏は人々にどう見られていたのか

奈良時代の庶民の暮らしは本当にくるしいのか
既得の知識を使い、大仏の大きさや作られた目的・経緯、使われた材料の量や動員された人の数などを確認する。

既得の知識を使い、「人夫」は労役で動員された庶民であることに気づく

既得の知識を使い、大仏以外に、平城京などの都の造営があったことを確認する。

班にして討論しノートに自分の意見を書く

発表する

上の討論をもとに考える

資料から大仏は後の世まで、多くの人に信仰されていたことを知る。
（大仏の大きさや動員された人の資料を示し補強する）

（律令制の税制の図―資料集に着目させる）

（資料集の年表でこれ以外にも国府・国分寺・国分尼寺などの造営が連続していたことに着目させる）

（Ｔ１　怨嗟のまとのいけんに組する）

（Ｔ２　反対意見の提示）

（大仏を焼いた平家の評判と大仏再建の過程の資料を提示）

次回以降のテーマの提示

４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


　社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一・片山 真
海を渡ってきた大仏⑥

１．本時の目標     (1)既得の知識を使い，平城京や大仏などの巨大建造物は誰が作ったのかを考え、

　　　　　　　　　　　そのことで、動員された庶民の暮らしはどうなったかを考える。

                   (2)大仏は奈良時代以後の人々にどのように見られていたかを知り、このことを基礎に，奈良時代の庶民の暮らしが本当に苦しかったのかを考える。

２．本時の指導観　　律令制下の庶民の暮らしはとても厳しいものであったといわれている。しかしそ

　　　　　　　　　　の証拠はほとんどなく、民衆＝虐げられた人々というステレオタイプの歴史観の

　　　　　　　　　　なせる技と考えられる。本時は、大仏を焼いた者たちが、当時の人々からどう見

　　　　　　　　　　られたかを手がかりに、この歴史観を覆すきっかけとしたい。

３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

奈良の大仏について考える

動員された「人夫」について考える

奈良時代の大土木工事は大仏だけか

大仏は人々にどう見られていたのか

奈良時代の庶民の暮らしは本当にくるしいのか
既得の知識を使い、大仏の大きさや作られた目的・経緯、使われた材料の量や動員された人の数などを確認する。

既得の知識を使い、「人夫」は労役で動員された庶民であることに気づく

既得の知識を使い、大仏以外に、平城京などの都の造営があったことを確認する。

班にして討論しノートに自分の意見を書く

発表する

上の討論をもとに考える

資料から大仏は後の世まで、多くの人に信仰されていたことを知る。
（大仏の大きさや動員された人の資料を示し補強する）

（律令制の税制の図―資料集に着目させる）

（資料集の年表でこれ以外にも国府・国分寺・国分尼寺などの造営が連続していたことに着目させる）

（Ｔ１　怨嗟のまとのいけんに組する）

（Ｔ２　反対意見の提示）

（大仏を焼いた平家の評判と大仏再建の過程の資料を提示）

次回以降のテーマの提示

４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


　社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一・片山 真
海を渡ってきた大仏⑦

１．本時の目標     (1)教科書を使い、奈良時代の庶民の生活が苦しいという根拠を確認する。

                   (2)資料奈良時代の庶民の生活は本当に苦しいのかを考える。

２．本時の指導観　　律令制下の庶民の暮らしはとても厳しいものであったといわれている。しかしそ

　　　　　　　　　　の証拠はほとんどなく、民衆＝虐げられた人々というステレオタイプの歴史観に

　　　　　　　　　　基づき、律令制の表面的理解にその根拠を置いていると思われる。法制度が実際

　　　　　　　　　　はどのように運用されていたかを検証しつつ、既製の庶民観をこわしていきたい。

３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

奈良時代の庶民の生活状態はどうだったのか。

律令制の実際を知り庶民の実際の生活を考える

奈良時代の庶民の暮らしは苦しかったのか
教科書で奈良時代の庶民の生活が苦しいとの記述を確認する。

班にして討論しその証拠をノートにまとめる。

発表する

①「租」について考える

　　（収穫の３％にすぎないことを知る）

②「調」について考える

　　（各地の特産物の一部を納めればよいこ

　　　とを知り「農民」といっても様々な職

　　　業の庶民であることを確認する）

③「庸」について考える

　　（都で働くか庸を納めるのか選択である

　　　ことを確認する）

④「運脚」について考える

　　（里ごとの代表であることを知る）

⑤「兵役」について考える

　　（税が軽くなっていることに気づく）

⑥「出挙」について考える

　　（飢饉対策であったことを知る）

⑦「貧窮問答歌」について考える

自分の考えをノートにまとめる
資料集ｐ３０の資料に注目させる。

調は何で納めたのかに注目させる

庸は何の変わりなのかに注目させる

運脚は里から２～３の代表であり里の人々が食料を出すものであることを資料で補足する

兵役には様々な負担の免除規定があることに注目させる

奈良時代の出挙の実態の資料を提示する

４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


　社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一・片山 真
海を渡ってきた大仏⑧

１．本時の目標     (1)奈良の大仏が作られた背景を考え、当時の庶民が大仏をどのように見たのかを

　　　　　　　　　　　考え、奈良時代の社会状況全般をつかむ。

２．本時の指導観　　造られてから１２００年以上も大事にされた大仏。この大仏は作られたときから

　　　　　　　　　　多くの人々の仏の救いを求める動きと連動していた。従来は大衆救済の仏教の始

　　　　　　　　　　まりは平安中期からと思われてきたが、すでに早く奈良時代からであることに着

　　　　　　　　　　目させ、奈良時代の社会状況や王権と庶民との関係など、より深いレベルでとら

　　　　　　　　　　えるきっかけとしたい。

３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

奈良の大仏は誰が何のために造ったのか？

聖武天皇が大仏を作ろうと思った理由は何か

聖武天皇は何の力を借りて日本をどうしたいとかんがえたのか


既得の知識を使い、発願者・聖武天皇やその願いなどを確認する。

詔をよく読み、資料に即して動機を考えるが

班で討論し、ノートにまとめる。

発表する

再度詔を読み聖武天皇の願いを考える

自分の考えをノートに書く
資料：大仏建立の詔を提示する

「民を救いたい」『自然界も人間界も安泰にしたい』に着目させる。

資料：奈良時代の年表を提示する

貴族の天皇の位をめぐる争いが続いていること、疫病がはやり、飢饉もあったらしいことに注目させる

仏の教えを広めてのところに注目させ仏の教えとは何であったかを想起させる

資料：大仏はこうしてつくられたを提示する



４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


なぜ奈良時代の人々の食卓に多くの外国産の食品があるのだろう？





なぜこの人々は命がけで仏教を広めようとしたのだろう？





この教えはどんな人々に支持されたか。そしてそれはなぜか？





日本はなぜこんなに対策が遅れたのだろう？





この危機に対し、日本はどのような対策をとったらよいだろうか？





唐・新羅に対抗するには日本をどうかえたらいいか？





大規模工事がつづく中、大仏を造るよう命じられた庶民は、どのような気持ちになり、どうすると思いますか？








律令制度は大和王権のしくみにくらべどこが優れているか？





奈良時代の庶民の生活が苦しい理由は何だろう？証拠を教科書からあげてみよう！








大規模工事がつづく中、大仏を造るよう命じられた庶民は、どのような気持ちになり、どうすると思いますか？








聖武天皇が、「民を救い」「自然界も人間界も安泰にしたい」とおもったのはなぜだろう？





なぜだろう


はなんだろう











奈良時代の庶民はどのような気持ちで大仏を作り、出来上がった大仏をどのような気持ちで見ただろうか





なぜだろう


はなんだろう














